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　 こ こ に 掲載 す る 要 約 は ，文部省科学研究費補助金 を 2 か 年間継続 し て 受け，

1979年 3 月に完了 した教育心理 学関係の 研究 に お い て ， 研究代表者 に報告 を依

頼し，そ れ に 応じて寄せ られ た もの で ある。

幼児の 数量概念の 形成と教授

プ ロ グ ラ ム の 構成

研究代表者 ： 西　谷　さや か （玉川大学）

　 目　 的

　幼児 の 数量概念 が，幼児が 日常 ， 普通 に 出会 う環境刺

激の 下 で， ど う形成され る か に つ い て の 調査 を， 数年

前 ， 保育所 で 実施 した （文献（⊥）参照）。こ れ と対 比 す る 形

で，数量概念に 関す る系統的な学習 の 機会 を意図的 に 与

え て い る 2 園の 幼児 の それ が，入園後 ど う変化する か を

追跡 し，実際に 行 わ れた教授 ・学習 との 関連 に お い て 分

析 し よ うとす る の が ， 本研究 の 第 1 の 目的で あ る 。

　そ れ は 最終的 に は，そ の 結果 を手掛り と し て，ATI に

基づ く複数の 教授 プ ロ グラ ム を作成す る こ と を 目指して

い る 。 そ の 適性 とし て ， 既有 の 数量能力 パ ターン と共

に，課題解決時 の あ る種 の 構 え をも考慮 し た い 。そ こ

で，テ ス ト場面 で 幼児 が示 す解決行動以 外 の 反応 の 分析

も合 せ て行 う。

　方 法 と 結果 の 概要

1， 数量概念診断 テ ス ト （文献（1）） を モ ン テ ッ ソ リー子

供 の 家 （M 園） と生活 カ リキ ュラム 方式 の 数教育を行 っ

て い る幼稚園 （J 園）の 幼児 に， 3 年 に わ たり 5 回実施

し ，
1976 年 の 入園か ら卒園 ま で の 教育効果をみ た 。

　  74年 に実施 の 保育所 の 調 査 と比 較 す る と， 両園

共，媒介を用い た比較，数 の 保存，多少等判断，10 進

法 の 理 解な ど，保育所で 達成が低か っ た 項 口の 進歩 で 特

に優位を示 し ， 系統的教育 の 効果が認 め られ た 。

　   　M 園 と J 園 の 比 較 で は，入園後 1年 の 調査 で ，

M 園は 長 さの 系列化 ，

一
対
一

対応 に よ る 多少等判断 な ど

の ，J 園は 数の 順序性 ， 計数動作 な どの 進歩 が著し く，

M 園で の 感覚數具 の 効果 と， J園 で の 数操作導入 の 効果

が，それ ぞ れ推定され た 。卒園直前 の 調査 で は ， 両園児

共，す べ て の 項 目をほ ぼ 達成 して い る の で，差はみ られ

な い a

　  　各幼児 の 学習行動の 観察記 録 と達成 の 変化 との 関

　係は，目下，分析中 。

ll， 74年 の 保育所 の 調査 で は 勿論，　 M 風　J園 の 卒園前

8 か 月の 調査 で も達成率が低 か っ た 10進法課題 に つ い

て，理 解の 水準を弁別す る 下 位課題 と教授 プ ロ グラ ム を

用意 し ，
79 年保育所 で 調査 と実験を行 っ た　（文献  ）。

　  達成率 は
一
般に ， M 園，　 J園 の 同一年齢児 よ り低

い が，74年 の 保育所児 よ り高 い 。課題材料 に 関 し て は ，

具体物 （10 個入 キ ャ ラ メ ル の 箱） を用 い た方が，貨幣 の

場合 よ り達成が高 く， 言語課題が最 も低 い 。

　  　教授 プ ロ グ ラ ム は，未達成 の 合成 ・分 解基 準課 題

の 下位課題 を， 言語的援助を与 え な が ら試行させ る もの

で あ っ たが ， 基準課題 へ の 転移は成功 と は 云 い 難い 。 す

なわ ち，10進法 の 理解 に は ，単な る 下位課題 の 反復 で は

不 十 分 と思 わ れ る 。

皿 ， 1の 調査場面で の 行動観察に基 づ き，テ ス ト不安に

関す る チ ェ ッ ク ・リス トを作成 し た 。 こ れ を用 い て 且の

実験中 の 幼児の 行動 を記録 し ， 担任教師に 対す る 質問紙

の 結果及 び課題達成 との 関係 を調べ た 。

　  　チ ェ ッ ク ・
リス トに よる 行動観察は ， 質問紙 の 結

果 と も，課題 の 達成 と も相関 が 低 い 。観察の 信頼性 （
一

致度） も高 くな い の で ， リス トの 修正 をま た ねば な らな

い 。

　   　 さ らに，達成動機 との 関連 に お け る不安 の 測定 に

は，上 記の 手法で は不十分で ， 投影的手法 が必要な こ と

が示唆され る。

　 （研究分担者 ：三 浦香苗，秋重恭子）

文献（1） 三 浦 ・西谷 「幼児 の 数量概念 と診断 テ ス トの 作

成」千葉大教育学部紀要，第 25 巻 ，
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文献  　西谷 ・三 浦 「幼児の 数量概念 に つ い て M 」 日本

數 心 学会 第2／回 総会 発 表論文集，1979

語音認知の 発達 と構音の 獲得

研究代表者 ：松　下 淑 （愛知 教育大学）

　 目　 的

　子 ど もの こ とば の 発達 に 関す る 研究 は，そ の 多くが こ

とばの 産出に関す る もの で あ b，発達初期の 語音 の 弁

別
・識別 な ど語音の 知覚に つ い て は十分明 らか に な っ て

い る わ け で は な い 。こ と ばの 獲得 を記述す る た め に は，
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